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自動車産業向けのサステナビ
リティトレンド



重要なメガトレンド - GHG排出量とプラスチック需要

2019年の全世界におけるセクター別二酸
化炭素（CO2）排出量

産業, 20%

電力産業, 44%

輸送業, 26%

建設業, 9%

その他業種, 1%

引用元：2019年度 IEA エネルギー起源温室効果ガス排出量の推移
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OECD予測 - 2060年までに輸送部門でのプラス
チック消費量が3倍に

引用元：OECD - プラスチックのグローバル展望2022年6月21日付の2060年までの政策シナリオ



ライフサイクルGHG排出量の変化

• 現在、自動車に使用されるCO2排出量は、ライ
フサイクルの炭素排出量の約80％を占めてい
ます*

• 2040年までに、自動車のライフサイクル炭素
フットプリントの最大60％が、その材料の埋め
込み排出量由来となる*

• 物質埋め込みカーボンフットプリントの削減には
以下が必要です。

✓ 非化石燃料ベースの素材フィードストック

✓ バリューチェーン全体でのカーボンニュートラルエ
ネルギー供給の増加

物質埋め込み排出量が排出ガス量を上回る

* 引用元：マッキンゼー:ゼロカーボンドライブ2020年9月において、素材か
らの排出量の削減は次の課題に

物質埋め込み排出量 その他の排出量



自動車産業向けの主なサステナビリティ課題

自動車設計と製造のための新基準

健康、安全、快適

カーボンニュー
トラル 

循環性

• 高機能 
• ポリウレタン技術

• 低炭素ソリューション
• LCAの専門知識とサポート

• 使用済みポリウレタンの再
生技術 



規制と市場のシグナル

エンドオブライフビークル（ELV）指令の改正案 - 提案書 

(2022)

2029-2030年頃までに行うこと 

• 25%：新車の製造に使用されるプラスチックのうち25％は、使

用済みプラスチック廃棄物からリサイクルされ、その中の25%

は使用済み自動車からのリサイクルであること

• 30%：使用済み自動車のプラスチックの30％をリサイクルす

る

正式な改正版文書は、2024年第4四半期に発表予定

拡大生産者責任（EPR）

• 主要部品におけるリサイクル素材≥5%（2023年）、2023年以降

更新予定。

カーボン排出量

• CO2排出量の減少（2020-2030年）：乗用車20%、商用車25%

• 車両のライフサイクルカーボン排出量上限（構想中）

電気自動車（EV）

• 2025年までに普及率20%以上、2030年までに40-50%。

会社名 循環性
カーボンニュート

ラル

メルセデス

ベンツ

2023年より、車内のフレキシブルフォーム部品に≥30%

のバイオ素材または循環型素材を使用。

2030年までに自動車の40%をリサイクル素材にすること

を目指す。

2039 (S1, S2, S3)

BMW 2030年:リサイクル素材および再利用素材を50%使用。 2050 (S1, S2, S3)

ルノー 2030年:リサイクル素材を33％使用。

KIA 2030年: リサイクル素材を20%以上使用。 2045 (S1, S2, S3)

FORVIA 2025年:新製品にリサイクル素材を40%以上使用。 2045 (S1, S3, S3)

トヨタ

2030年までにリサイクルプラスチックの使用量を現行

の

3倍以上に増加することを目指す。

2050 (S1, S2, S3)

フォード
2025年までにリサイクル、再生可能プラスチックを20%

使用。

2035 (S1, S2)
2050 (S1,S2, S3）

ホンダ

Triple Action to ZERO: 製品およびオペレーショナル

カーボンの排出量実質ゼロ、カーボンフリーエネル

ギー活用率100％、

サステナブルマテリアル使用率100％

2050 (S1, S2, S3)

ボルボ
2025年までにすべての新車にリサイクルプラスチックを

25%使用することを目指す。
2040 (S1, S2, S3)

オートニウム
ウレタンフォーム(音響)に>40%バイオ素材を使用、他の

アプリケーションに20％使用



マスバランス &

ISCC PLUS認証



マスバランス方式の理由

マスバランス方式により、バリュー

チェーンにおける循環型・バイオベー

ス材料の含有量とサステナビリティ特

性のトラッキングが可能になり、 検証

可能な帳簿に基づいて製品を認定す

ることが可能。

• 化学プラントの多くは、大量の原料が必要な巨大複合体 

• クラッカー、アニリン、MDIまたはプロピレンオキサイド工場は、

通常100キロトン以上の容量で稼働

• 現在のケミカルリサイクルやバイオベース原料は、巨大プラント

の稼働には能力不足であることから、従来型原料と共にプラン

トにて使用

• マスバランス方式の主なメリットの1つとして、生産プロセスにおいて

バイオベースやサーキュラー原料の使用比率を徐々に増やすこと

が可能に 

• バイオベースまたはリサイクルベースの比率を、1つまたは複数の

製品に適用することが可能。つまり、ISCC PLUSマスバランス方式

を適用することで、製品ユーザーの信用に値する主張が可能に。

マスバランス方式で化学製
品のサーキュラーエコノミ
ーを可能に

CO.プロジェクトのマスバランス白書

エレン・マッカーサー財団

バイオベース原料の自由な振り分け
バイオベース原料

化石原料

1つまたは複数の製品に持続可能性の比率を自由に振り分けることがで
きる

製品A

製品B

製品C
リサイクル材料を認証

する総合的な支援

国際持続可能性カーボン認証



ISCC PLUS認証

https://www.iscc-system.org/

• 再生可能原料（再生可能エネルギー源を使用するプロセスから派生する、食

品、飼料、化学品、プラスチック、包装、繊維および再生可原料）のために

バイオエコノミーとサーキュラーエコノミーに適用される任意の枠組みです。

• 農業および林業のバイオマス、生物由来の廃棄物、残留物、循環材料および再生可能エネ

ルギーを含む、すべての持続可能な原料が対象になります。 

• ISCC PLUS認証済みリサイクルまたはバイオベース製品により、企業、ブランドオーナー、

消費者に対して、高い持続可能性が保証されます。

• 認証コンテンツの最小割合：20%

• 認証済み材料を非認証コンポーネントと混合または組み合わせる場合、この20%という割合

は認証済み材料にのみ適用されます。 

詳細：画像クリックまたは
https://www.iscc-system.org/

国際持続可能性カーボン認証 

https://www.iscc-system.org/
https://www.iscc-system.org/


ISCC PLUS認証のための持続可能な材料

バイオ 生物学的サイクル 技術的サイクル

トウモロコシ 
なたね 

サトウキビ 
綿花…

トール油
廃食用油

林業残留物
麦わら …

混合プラスチック廃棄物
廃棄タイヤ

廃棄テキスタイル
CO2（産業排出）

非生物学由来（化石ベース）の再生可能材料を物
理的・化学的に処理する原料

農業、林業および関連産業からの生物学由来の
廃棄物と残留物

農業、林業および関連産業製品の生分解性
部分に注目した未使用バイオマスから生成さ

れた原料



バリューチェーンに沿った認証

• サプライヤーは、有効な証書を有し、持続

可能素材の物理的な発送から30日以内に

持続可能性宣言書を発行しなければなりま

せん。

• 持続可能素材は、受取人が有効な証書を

持っている場合のみ可能です。

• 貿易業者は、持続可能素材を買い取り、販

売します。 

• 持続可能素材を取り扱う貿易業者は、

ISCC認証の適用対象となる必要がありま

す。 

• 認証済み貿易業者は、持続可能素材が物

理的に利用可能である（認証済みの）拠点

を証明します。

• 加工単位は、インプット素材を物理的・化学

的特性に変換する施設で、 

• すべての加工単位は、それぞれ個別に認

証されるものとします。

• 機械的濾過を行う収集地点は、加工単位と

見なしません。  

ISCC認証は、サプライチェーンの下流企業に

のみ適用されます。

素材インプット（使用
済み食用油）

PUフォーム＆シート 自動車OEM
バイオ/循環型ベン

ゼン＆MDI

自己宣誓書

持続可能宣言書

ブランド所有者
最終製品の精製

ISCCISCCISCCISCCISCC

加工単位2
貿易業者/保

管業者
加工単位1最初の集荷地点、

収集地点農場/プラント、起源



持続可能なシェアを決定するオプション

質量による割り当て 

エネルギーによる割り当て

原子のトレーサビリティ

12C/14C 分析

割り当て方式

一つまたは複数の
アウトプットへの
自由な割り当て

 

分子方式 化学反応に基づく

測定
ASTM D6866 

またはCEN/TS 16640 

割り当て/決定は次のように決定されます。 

❖ 持続可能なインプットの一部（分子・原子）が加工・化学反応後に含ま

れる可能性があるアウトプットプロセス（→持続可能なインプットを化

学的・技術的に含められないアウトプットには割り当てない）。 

❖ それぞれのマスバランス期間に生産される物理的アウトプット（持続可

能および非持続可能）（→拠点内のマスバランス期間内に生産されて

いないアウトプット量には割り当てない）。

HVO 0.1 t

0.9 tナフサ

持続可能な
インプット：

100 kg

1.0 t CF:0.9 t / 1 t = 0.9

持続可能な
共有：
90 kg

0.9 t

燃料ガス

ブタン

パイガス

エタン

プロパン

0.15 t

0.1 t

0.2 t

0.1 t

0.35 t

例

HVO 44 MJ/kg;
0.1 t

45MJ/kg;
0.9 tナフサ

持続可能な
インプット：
4400 MJ

44.900 MJ

CF:42.350 MJ / 44.900 MJ = 0.9432 持続可能な
共有：

4150 MJ

42.350 MJ

燃料ガス

ブタン

パイガス

エタン

プロパン

例

47 MJ/kg;
0.15 t

45 MJ/kg;
0.1 t

47 MJ/kg;
0.2 t

48 MJ/kg;
0.35 t

46 MJ/kg;
0.35 t



原子のトレーサビリティ方式

—NO2

• 1つまたは複数の製品に持続可能性の比率を自由に振り分けることができる。 

• 持続可能なインプットの分子・原子が化学的・技術的に可能であるアウトプット

に割り当てられることが確定している。 

• 共処理の持続可能なインプット材料から、関連するアウトプットまでの化学反

応の方程式を決定する。 

• 決定は加工単位のオペレーションデータに基づいて行われるものとする。

• 持続可能なインプットから関連するアウトプット分子に組み込まれる原子・分子

を決定する。

• 化学反応の特定のシェアを決定するために、組み込まれた原子・分子の分子

量を全製品の分子量で割る。

• インプットの総量でアウトプットの総量を割ることで、加工単位の全体的な効率

を決定する。

• 加工単位の全体的な効率に化学反応の特定のシェアを掛け合わせ、変換係

数を決定する。

• プロセスの変換係数を持続可能なインプットの量と掛けて、持続可能なシェア

を決定する。

MDI 分子量：:250
生物学的サイクルコンテンツ 60.8%

生物学的サイクルベンゼン
分子量：78

(78-2)×2
250

× 100% = 60.8%



原子のトレーサビリティ方式

ケース 1

ポリオールにバイオコンテンツが含有されていない

バイオサイクルコンテンツとみられる割合

60.8% × 80% = 49.44%

ケース 2

ポリオールにバイオコンテンツが20％含有されている

バイオサイクルコンテンツとみられる割合

60.8% × 80% = 49.44% 

バイオコンテンツ

20% × 20% = 4%

+

80%
バイオサイクルコンテンツ 60.8%

変性MDI
バイオサイクルコンテンツ: 49.44%
バイオコンテンツ: 4%

20%
バイオコンテンツ 0-20%



ISCC PLUS認証のための5つのステップ

CBによる監査を受け、
ISCC証明書を取得

バイオ/リサイクル材料
サプライヤーを確定

認証機関（CB）を選ぶ ISCCに登録

監査費用 25K USドル、6ヶ月（SGS見積もり）

認証料：200 € – 2.000 € 

4.1 内部監査：自社内での監査準備

• 監査チームの設立

• 欠落している情報の特定

• 欠落している情報の補完

• 内部監査の実施

4.2. 認証機関による監査：CBによる監査

• 必要な証拠、文書、データの提供および関連場所へのアクセスの許可

• 監査レポートおよび必要に応じた是正措置のリストの受取

• 必要な場合、40日以内に是正措置を実施

• 4.3.証明書の受取

• CBが監査文書および証書を申請企業とISCCに発送

• ISCCによる監査文書のレビュー

• ISCCが認証書をISCCウェブサイトに公開

• 必要に応じた公的機関への情報提供

認証機関 - ISCCシス

テム (iscc-system.org)

中国：CQC、CTI、CTC、 

TUV、Intertek、SCS、

SGS、DIN、BV

持続可能な素材の購
入前に、ISCCウェブサ
イトから有効な証書を
所有するサプライヤー
を確認する

ISCCクライアントセク
ションおよびISCC HUB
に登録

• ISCC認証書の有効期限は1年です。
• ISCC認証書は場所に固有のものであり、法人または拠点別にそれぞれ認証が必要になります。この認

証の適用範囲は、複数のインプット/アウトプット、素材の分類、市場活動（加工、保管など）となります。 

特定の拠点の法人

https://www.iscc-system.org/certification/certification-bodies/
https://www.iscc-system.org/certification/certification-bodies/


ハンツマン ISCC Plus 認証

ロッテルダム ウィルトン



カーボンフットプリント

削減ロードマップ



グリーンハウスプロトコル

Cradle-to-gate 
素材の採取、輸送から製造まで

Scope3.1 90％
Scope1＆2 10％

x

x

x

• Scope1: 全ての工場、施設、およびフ
リートからの直接排出量

• Scope2: 購入した電力と蒸気からの
排出量

• Scope3: 上流の供給および下流から
の影響の両方からの排出量

https://ghgprotocol.org/sites/default/files/stan
dards/ghg-protocol-revised.pdf 

Cradle-to-Grave
製品の製造から使

用終了まで

Gate-to-Gate 製品の製造工程

Cradle-to-Gate
素材の採取、輸送か

ら製造まで

x

x

x

上流工程 レポート企業 下流工程

Scope 3
間接排出

投資

フランチャイズ

リース資産

販売製品のEOL対応 

販売製品の使用

販売製品の加工

輸送と販売

Scope 3
間接排出

リース資産

従業員の通勤

出張

オペレーション中の廃棄物

輸送と販売

燃料とエネルギー関連の活動

資本財

購入商品とサービス 

Scope 2
間接排出

Scope 1
直接排出

会社施設

社用車

プロセス

自己使用のために購入
した電気、蒸気、暖房、

冷却

https://ghgprotocol.org/sites/default/files/standards/ghg-protocol-revised.pdf
https://ghgprotocol.org/sites/default/files/standards/ghg-protocol-revised.pdf


カーボンフットプリント削減のためのロードマップ

カーボンフットプリント

PUポリオールとMDIコンポーネント  

Scope1＆2
プロセスおよびエネルギーからの排出量 +

 購入されたエネルギーおよび電力

Scope 3.1

購入商品＆サービス

低炭素 
電力 + 蒸気

低炭素（マスバランス） 
MDI 生物学的サイクルMDIs

サプライヤー参加
プログラム

低炭素ロードマップ
（CCS、電化など）

エネルギーの使用効率を向上して製造プロセスに
おけるCO2 の排出量を削減

低カーボンフットプリントの素材を選択してCO2 の
排出量を削減 

物理的分離方式 混合管理方式

（GHGプロトコルの改定中）

低炭素 
バイオ/リサイクルベースのポリオール

< 20 %

> 80 %



マスバランス方式での割り当てによるカーボン削減

21

サーキュラーエコノミーおよびバイオエコノ

ミーへの移行進路

• 認証済みバイオ/リサイクルコンテンツ

の標準化および割り当てが可能

• 帰属カーボンフットプリントの低減に貢

献可能

• 自社製品への再認証がほぼ不要（同じ

構成要素のため）

fポリウレタンシステム 

ISCC PLUS認証済みの生物学的サイクルMDIの用途

さらに

GWP100を30%から50%* 削減

引用元：予備的LCA結果 - cradle-to-Huntsman gate(素材調達からハンツマンの製造・出荷まで）
LCA方法 GWP 100 バイオジェニックCO2 CML2016を含む。使用検査ソフト：GaBi 2021-2

例：純MDIのCradle-to-Gate（素材の採取、輸送から製造工程まで）

• 生物学的サイクルコンテンツ：最大60.8%

• カーボンフットプリント（CF）* 純粋なMDIにおける最大節約（ISOPA業界の
平均MDIと比較した場合）:

• バイオジェニックCO2を含むGWP100** 100%減

• バイオジェニックCO2を除くGWP100 30%減

*サプライヤーの予備的LCAデータに基づく
**地球温暖化ポテンシャル＝カーボンフットプリント

バイオベース・リサイクル
原料

バイオ：植物油
生物学的サイクル：残留物、

UCO*

ISCC + 認証済み

石油ベース原料

標準品

帳簿管理を通じて、循環型またはバ
イオベース原料を共有して「適用」

サーキュラーエコノミーおよびバイオエコノミーへの移行進路
認証済みバイオ・リサイクルコンテンツの標準化と適用
低カーボンフットプリント
自社製品への再認証が不要（同じ構成要素のため）



ISCC PLUSハンツマン認証

マスバランスMDIを提供

当社は、ISCC PLUS認証を取得したことにより、現在は、マスバランス方式にて製造されたジフェニルメタンジイ
ソシアネート（MDI）とその変種を提供することで顧客製品のカーボンフットプリント削減に協力できるようになり
ました。

英国 ハンツマン ウィルトン工場 オランダ ハンツマン ロッテルダム支社 より多くの拠点でも準備中



ハンツマンのグローバルマスバランス

マスバラン
ス

マスバラン
ス

マスバラン
ス

マスバラン
ス

世界に向けてマスバランスMDIを提供*
当社からは、世界中のあらゆる顧客にISCC PLUS認証済みの材料を出荷可能*ですが、ISCC認証
済み材料に関する声明は、認証済みまたはライセンス保有企業のみ行うことができます。

最終製品がISCC PLUS認証を受けるためには、サプライチェーン全体がISCC PLUS認
証を受けている必要があります。 

- 最終顧客の施設または製品保管倉庫が認証済み 

- 輸送については、ISCC PLUS認証の対象外* 詳細情報、実現可能性および最適オプションの評価を行うため、
当社の担当者にご連絡ください。  



HPU Global Materials & Industry Sustainability 

Polyurethanes Global Materials & Industry Sustainability 

ハンツマンのオペレーションカーボンの削減

ロッテルダム拠点（オランダ）

• 100% 風力および水力発電からの 再生可能

エネルギー

• ISCC + 認証済み

• サードパーティの倉庫にパイプラインを設置し、これまでのトラック
輸送に置換

• EVトラック

漕涇拠点（上海、中国）

• 60% 水力発電からの再生可能エネルギー

• 可能な限り、より多くの再生可能エネルギーの購入を計画。

• エネルギー消費と廃棄物削減のための最適化プロジェクト。

• リサイクルHCl（副産物）によるCl2の製造 

2022年2018年2018年2014年
製品当たりのCO2等価量

データ引用元：内部
データ

25%
蒸気 10%
電気 25%
GHG 12%



持続可能なサプライチェーン

上流のサステナビリティプロジェクト 

• 主な素材サプライヤーの持続可能性パフォーマンスを評価

• 提供製品のカーボンフットプリント/LCAに関するデータを収集

• 主な素材の非化石材料調達のオプションと時系列のマッピング

 2027年までにハンツマンのサプライヤーおよびサービスプロバイ

ダーが自社のカーボンニュートラル目標を設定

ハンツマンはEcoVadis*のゴールドレベルを目指します

*EcoVadisは、世界で最も信頼されるビジネス向け持続可能性アセスメントです。

当社は、製品以外に使用される
Scope3の排出量の約2/3を占めると
推定される、当社のサプライヤーと

サービスプロバイダーが、2027年まで
に独自のカーボンニュートラル目標を

設定することを目指しています。

2027

ハンツマンインターナショナルLLC（グループ）



ハンツマンのサステナビリティ・
アンビション



サステナビリティ・プログラムの概要

外部評価国連の目標 短期目標 – ホライゾン 2025 長期的なアンビジョン

国連グローバル・コンパク
トへ加盟

LCA / カーボン
フートプリントの

専門知識

スコープ 1, 2 & 3

トランスフォーメーショ
ン・プログラム

ポートフォリオ・サステナビリ
ティ・アセスメント

(WBCSD)*

デジタル化

*Chemical Industry Methodology for Portfolio Sustainability Assessments (PSA) - World Business Council for Sustainable Development (WBCSD)

https://www.wbcsd.org/Programs/Circular-Economy/Resources/Chemical-Industry-Methodology-for-Portfolio-Sustainability-Assessments


主なサステナビリティ目標

持続可能性改善目標のベースライン：2019年
改善目標は2019年の基準値に対して測定されます。
ハンツマンは、拠点のある各国の情勢等を考慮し、政治的、経済的、技術的な発展などを含む目標と行動内容を個別に調整し、5年ごとに目標を再評価します。

サーキュラーエコノミー 持続可能な化学カーボンニュートラル

2050年 
ハンツマン

コーポレーション
の展望

ポートフォリオ持続可能性アセスメント＆変革

• 製品におけるリサイクル材料およ
びバイオ素材の割合の増加

• 製品におけるリサイクルおよびバ
イオコンテンツの増加

• リサイクル可能なソリューションの
開発

• リサイクル可能なソリューションの
開発

• 懸念される化学物質をスクリーニン
グして、代替案を開発する

• 懸念物質（SoC）に対する革新的な
代替品を積極的にスクリーニングし、
探求する

• SCOPE1、SCOPE2および
SCOPE3の温室効果ガス1の排出
量を削減

• Scope1、2、および3のGHG1排出
量の削減

• 製品のカーボンフットプリント
（PCF）アセスメントのデジタル化

• 製品のカーボンフットプリント
（PCF）アセスメントのデジタル化



ポートフォリオ持続可能性アセスメント（PSA）

1. 持続可能性に向けてのリスクを抱えている製品ポートフォリオの部分について、または、製品ポートフォリオの持続

可能性パフォーマンスを向上させるための最良の行動方針を決定するためにイノベーションの必要性について

2. より持続可能な成長につながる可能性のあるサステナビリティのスターに当たる部分は？

高い有害性/曝露の可能性を持つ
化学物質は？

製品の使用や用途に影響を与
える規制は？

PAC (product application 
combination )はバリューチェーンの
持続可能性ニーズに合致するか？

当社のPACは製品認証やエコラベ
ルから恩恵を受ける可能性がある
か？

競合するPACと比較した場合
の見え方は？  

化学災害
 & 曝露

規制傾向
バリューチェーンに沿った

持続可能性の展望
 

エコラベル、認証および
標準

環境＆社会パフォーマンス
VS代替ソリューション

1 2 3 4 5

製品 + 用途の全ライフサイクルアセスメント

チャレンジ 
CHALLENGED

曝露 
EXPOSED

ニュートラル 
NEUTRAL

アライン 
ALIGNED

スター 
STAR

5つのカテゴリーの62の客観的な質問

ポートフォリオ持続可能性
アセスメントv2.0

全ての段階向けに主な化学品メーカーによって開発されたフレームワーク

wbcsd

化学産業
ポートフォリオ持続可
能性アセスメント
（PSA）方法論



• 気候変動に対応するためには、排出ガス量と物質

埋め込み温室効果ガス排出量の両方を削減する必

要があります。

• ハンツマン・ポリウレタン事業部は、自動車産業の

目標に沿って、

• オペレーショナルカーボンフットプリントの削減に

取り組んでいます。

• 循環型素材やバイオベース、リサイクルコンテン

ツベースで、より低カーボンフットプリントな製品

およびソリューションを開発します。

• ハンツマン・ポリウレタン事業部は、主な製品の環

境データの提供と関連する方法論の課題への対応

を支援するための専門知識と能力を展開し続けて

います。

サマリー



Global disclaimer

Huntsman Polyurethanes warrants only that its products meet the specifications agreed with the buyer. Typical properties, where stated, are to be considered as representative

of current production and should not be treated as specifications.

While all the information and recommendations in this publication are to the best of our knowledge, information and belief accurate at the date of publication, NO GUARANTY,

WARRANTY OR REPRESENTATION IS MADE, INTENDED OR IMPLIED AS TO THE CORRECTNESS OR SUFFICIENCY OF ANY INFORMATION OR RECOMMENDATION

OR AS TO THE MERCHANTABILITY, SUITABILITY OR FITNESS OF ANY PRODUCTS FOR ANY PARTICULAR USE OR PURPOSE. IN ALL CASES, IT IS THE

RESPONSIBILITY OF THE USER TO DETERMINE THE APPLICABILITY OF SUCH INFORMATION AND RECOMMENDATIONS AND THE SUITABILITY OF ANY PRODUCT

FOR ITS OWN PARTICULAR PURPOSE.

NOTHING IN THIS PUBLICATION IS TO BE CONSTRUED AS RECOMMENDING THE INFRINGEMENT OF ANY PATENT OR OTHER INTELLECTUAL PROPERTY RIGHT

AND NO LIABILITY ARISING FROM ANY SUCH INFRINGEMENT IS ASSUMED. NOTHING IN THIS PUBLICATION IS TO BE VIEWED AS A LICENCE UNDER ANY

INTELLECTUAL PROPERTY RIGHT.

Products may be toxic and require special precautions in handling. The user should obtain Safety Data Sheets from Huntsman Polyurethanes containing detailed information on

toxicity, together with proper shipping, handling and storage procedures, and should comply with all applicable safety and environmental standards.

Hazards, toxicity and behaviour of the products may differ when used with other materials and are dependent on the manufacturing circumstances or other processes. Such

hazards, toxicity and behaviour should be determined by the user and made known to handlers, processors and end users.

Huntsman Polyurethanes is an international business unit of Huntsman International LLC. Huntsman Polyurethanes trades through Huntsman affiliated companies in different

countries such as Huntsman International LLC in the USA and Huntsman Holland BV in Western Europe.

Except where explicitly agreed otherwise, the sale of products referred to in this publication is subject to the general terms and conditions of sale of Huntsman International LLC

or of its affiliated companies.

ACOUSTIFLEX® , RIMLINE®, RUBIFLEX®, RUBITRIM® are registered trademarks of Huntsman Corporation or an affiliate thereof in one or more, but not all, countries.

© 2023. Huntsman Corporation or an affiliate thereof. All rights reserved.

免責事項（国際版）

ハンツマン・ポリウレタンズは、当社製品が売買契約において購入者と合意した仕様と合致することのみ保証いたします。特定の目的に対する製品の適合性は、お客様ご自身のご判断で行わ
れるものとします。記載されている代表的な特性は、現時点での製品を表す内容であり、全般的な仕様とはみなされません。

当文書における全ての情報及び推奨事項は、作成日時点での正確な情報および理念に基づきますが、いかなる情報もしくは推奨事項の正確性や十分性、またはいかなる製品の商品性、適合
性もしくは特定の用途または目的に対する適性を保証または表明するものではなく、それらを意図・内包するものではありません。いずれの場合も、上記に類似する情報または推奨事項の適用
可能性および特定の目的に対する製品の適合性は、お客様ご自身のご判断で行われるものとします。

当文書のいかなる内容も、特許またはその他の知的財産権の侵害を推奨するものではなく、当社は、それら権利侵害により生じるいかなる責任も負いません。また、当文書は、いかなる知的財
産権に基づくライセンスともみなされることはありません。

製品は、有害となることがあるため、取り扱いにはご注意ください。ご使用前に、ハンツマン・ポリウレタンズまで、有害性に関する詳細情報が記載された安全データシートについてお問い合わせ
いただき、適切な輸送、取り扱い、保管の方法、全ての適用安全基準および環境基準を守ってご使用ください。

製品の危険性、有害性および動作性は、その他材料と併用することで異なる場合があり、製造環境またはその他のプロセスに関連するため、上記危険性、有害性および動作性については、お
客様ご自身が判断し、取り扱い担当者、加工業者およびエンドユーザーに告知していただく必要があります。

ハンツマン・ポリウレタンズはハンツマン・インターナショナルLLCの国際事業部門です。ハンツマン・ポリウレタンズは、米国のハンツマン・インターナショナルLLCや西ヨーロッパのハンツマン・オ
ランダ支社など、各国の関連会社を通じて取引を行っています。

別段の明示的な合意がある場合を除き、当文書内にて言及される製品の販売は、ハンツマン・インターナショナル LLCまたはその関連会社の一般販売規約および条件に従います。

ACOUSTIFLEX® および SUPRASEC® は、1 つもしくは複数の国におけるハンツマン社またはその関連会社の登録商標ですが、登録されていない国もあります。

Ⓒ2023.ハンツマンLLCまたはその関連会社。All rights reserved.

01-1129-2023V1



Huntsmanのケミカルリサイクル技術によりもたらされる真価

ケミカルリサイクル
特殊ポリエステルポリオール

TEROL



出典： Eunomia
環境省 環境再生・資源循環局リサイクル推進室 令和5年5月

マテリアルリサイクルの制約により、残りの6,300万トンは

埋め立てられるか、河川や海に流出する

世界では毎年8,200万トン以上のPET廃棄物が発生している。

マテリアルリサイクルの限界

カテゴリの限定——飲料ボトル

限定された仕様——透明色

限定された適用——ダウングレードされた製品

マテリアルリサイクルによりリサイクルされるのは23％のみ

日本の現状：廃プラ排出量約824万トン（2021年）
マテリアルリサイクル21％のみ



ケミカルリサイクルの利点

カテゴリの限定
なし

ケミカルリサイクルによるソリューション

PET廃棄物を分解するために化学反応を利用。ほぼすべてのPET製品がケ

ミカルリサイクル可能です。

低価値、混合または不純なPET廃棄物の微粒子を分解し、これらの微粒子

を再結合します。

製品は化石資源を原料とする製品と同品質で、建設、繊維、履物等の付加

価値産業で使用可能です。

仕様の限定なし

適用の限定なし



ごみから宝へ

TEROL ®特殊ポリオール
の原料の60%はPET廃棄物

由来です

多種のPET廃棄物はケミカルリサイクルで再生
第三者機関による認証

TEROL®特殊ポリオール製品は世界で認知された
第三者機関により認証されている



TEROL®特殊ポリオールヒューストン（米国）工場：
1940年代に建設

TEROL®特殊ポリオール台湾（中国）工場：
2020年に建設

60,000トンの年間生産能力。毎年30,000トン超のPET廃棄物を
リサイクル

22,000トンの年間生産能力。毎年10,000トン 超のPET

廃棄物をリサイクル

世界中のロイヤルカスタマーに
認められている品質

10段階の製造プロセス、18回の品質検査を経て、PET廃棄物が
TEROL®特殊ポリエステルポリオールに生まれ変わります
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TEROL®特殊ポリオールから環境への貢献

TEROL®ポリオール Terol 250 他社ポリオール
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